






HLA-DQ の DNA タイピングにより、DQA1*0102,DQAl*0103 と起腎炎性溶連菌細胞壁(SCW)抗

原に対する低応答群との相関が明らかになった。また、DQw6(DQA1*0103-DQB1*0601)を遺

伝子導入した形質転換細胞を用いて、DQw6 が SCW 抗原を T 細胞に抗原提示できることが

明らかにされた。この DQw6 に拘束された T 細胞は、CD8+T 細胞の増殖を促し、低応答性

を規定している可能性が示された。


